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土木学会 2022年度 第14回公共調達シンポジウム

コンクリート構築工におけるＤＸ技術：

クラウド/ＡＩ/ＩｏＴの活用による
コンクリート製造～運搬～施工履歴と

全数品質情報の自動取得・ＣＩＭへの統合

―ＰＲＩＳＭによる試行例―

大成建設 土木技術部 大友 健
大成建設 千葉支店 塩浜立体作業所

２０２２．６．２１

コンクリート構築工の i-Constructionの推進に向けて
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国交省 コンクリート工生産性向上検討協議会 議論

（現場打ち）

生コンクリート
を利用前提
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材料/施工/品質のﾃﾞｰﾀをｸﾗｳﾄﾞ化、関係者で一元管理
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電子化された生コン情報をＡＩ/IoT活用品質管理に展開
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塩浜立体工事での試行

①生コン情報電子化 ②IoT/AI利用全数検査

千葉西部含め４生コン協組スランプ・単位水量等の全数管理
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生コン供給/品質管理の全面的デジタル化 検討項目

クラウド/AI / IoT

生コン情報共有のベースクラウドシステム“it-Concrete”
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生コン受入れ管理自動化(出荷情報⇒運搬車識別⇒入力） クラウド型品質管理システム 生産性/品質の向上効果
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ＰＲＩＳＭ２０１８ 評価と宿題⇒ ２０１９ 維持管理へ展開 ２０１９PRISMで試行 画像解析/AI活用のスランプ判定
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品質向上を検証 生コン工場との情報共有の効果

13

コンクリート種別の相違 DB取得/AI学習と実施工評価

14

立会試験をクラウド/AI/IoT利用全数モニタリングで代替

15 16

塩浜立体：スランプ/空気量/圧縮強度のＤＢを取得
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17

塩浜立体：コンクリート特性のパラメータ（水量と空気量） 塩浜立体データでAI学習（水量と空気量をﾊﾟﾗﾒｰﾀ）

19

「様々なコンクリートのDB」に塩浜立体データを追加
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おおむね1㎝程度の誤差で
スランプ推定が可能

偏差の標準偏差は配合
（使用材料）により異なる
（２０２０までの知見と同等）

⇒特殊コンクリートに関する
知見は、今後追加予定

20

IoTポンプ車の情報を利用して空気量推定精度を向上
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it-Concrete画面への全数計測値の表示システム

22

現行手法 全数管理 効率化・高度化

手
法

生コン車のサン
プリング試料に
ついてスランプ
試験

生コン車のシュート流下
画像を解析、ＡＩがスラン
プを判断

〇現場の試
験業務が不要
（クラウド上で

確認）

頻
度

構造物種類に
よるが、20～
150m3毎，生コ
ン車5～35台毎

生コン車の全数 〇いままで知り
えなかっ
た値も確認
可能

管
理

工場に電話等
で連絡し調整を
依頼

タブレット上にリアルタイ
ムに表示し、共有

〇状況を即時
に把握し
調整可能

記
録

所定用紙に結
果を記録、写真
を撮影しまとめ
て提出

クラウド上への保存
（日報の自動出力も可
能）

〇紙書類の
作成・提出
手間の削減

確
認

品質規格値へ
の適合

施工中はトレンドを評価
→最終的には規格値

と比較

〇構造物の
全体を評価
といえる

課
題

なし 従来のサンプリング値に
対応した規格値に対して、
全数管理を前提とした評
価方法・管理方法を案出
が必要

効率的で
高度な管
理が可能

<本提案：全数調査>

規格値

管理値

管理値

生コン車全台

指示値

指示値

<現行の手法:サンプリング>

規格値

下限値

上限値

２０～１５０m3毎 ？

・スランプ試験（サンプリング）
の誤差±２ｃｍ

・区間平均表示によりばらつきを平準化し、
スランプの変化トレンドを把握（報告値？）

全数管理の代替意義と管理方法の考え方（検討中）

移動平均で
表示

監督・供給・施工の
三者ともにメリットが
あり、納得できるか？

実施工における全数管理値のばらつきの評価例 検討結果を、生産性向上検討協議会WGの議論に提供

協議会下に２つのWGが設置（R4. ２月に第１回目を開催）

＜生コン電子化媒体WG＞

・JIS改正原案の提示（電子化ルート
の活用方法）

・社会実装の推進のためのガイドラ
インの策定

＜IoT活用試験の管理基準検討WG＞

・従来試験に代わるAI/IoTシステムを
活用するための品質管理基準/検査
要領の策定

・受発注者間で合意形成方法の検討

R３ i-Constructionの主な取り組みより （R3.4.1)

24
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受入れコンクリートの性能変化を施工履歴と連携

■ 製造～運搬～受入れ～打込みの電子情報を異なるセクターで引渡し
■ 変化するコンクリート性能をリアルタイムにフィードバックする施工システム

全数検査～施工履歴情報のCIMモデルへの統合

26

打込み・締固め作業の自動トレース 作業完了判定

28

GPSを用いた作業情報の取得の工夫
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29

塩浜立体DB取得：コンクリートの性能変化を定式化

・現着時間=
製造からの経過時間

・コンクリートの温度
・荷卸しのスランプ値

it-Concreteの
時間情報
スランプ/温度の
全数計測の情報
をリアルタイムに
利用できる

施工プロセスでのスランプ値の変化
打重ね許容時間 が定義できる

30

コンクリートの特性を反映した適正作業の閾値設定

31

２ポイント式ＧＰＳによる位置取得＋積算による作業量

32

打込むコンクリートの特定と作業完了表示を自動化
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33

施工履歴を反映し合理的打回しをAIがガイダンス

34

施工結果を３Ｄ-ＣＩＭ表示（部位単位に属性を付与）

35

さいごに

本報告は、国土交通省の行う「建設現場の生産性を飛躍的に向上するための

革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト」（ＰＲＩＳＭ）による、２０１８、２０１９、

２０１９追加、２０２０および２０２１年度の調査業務によるもので、コンソーシアム

（構成者：大成建設，成和コンサルタント，横浜国立大学（前川宏一教授），日本建

設業連合会，住友システム開発，ハカルプラス，パシフィックシステム，エムユー

情報システム，リバティ，パナソニックアドバンストテクノロジー，ソイルアンドロック

エンジニアリング，カヤバ，極東開発工業，応用技術，エムエスティー，以上順不

同）の成果の一部となります。

試行にあたり、極めて多くの方々のご協力とご助言をいただくとともに、現状にお

きましても、とくに「生コン電子化媒体」，「IoT活用試験の管理基準検討」のテーマ

につきましては、産官学の皆様のご指導をいただいているところです。早急に社

会実装に展開できますように努力してまいりたいと考えておりますので、ご助言・

ご協力のほどをよろしくお願い申し上げます。

以 上


